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遺伝性CJD 3例

東海ブロックのプリオン病サーベイランス調査報告

解 説

1. 平成29年度に東海ブロックへの調査依頼は61例。その中、審議を終了し
た症例は33例。

2. 審議終了の上、診断が確定した症例は、孤発性CJD22例、遺伝性CJD3
例（GSS1例、V189I変異2例）、プリオン病以外が8例。

3. 孤発性CJDは女性の症例が多く、61歳以上の発症が多い傾向あり。
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平成29年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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プリオン病以外 ８例
（内訳)

てんかん 2

多系統萎縮症 1

アルコール性精神障害 1

悪性症候群 1

低血糖性脳症 1

不明 2
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孤発性CJD 発症年代別

発症年齢 性別

GSS 56 男性

V180I変異 76 男性

V180I変異 83 女性
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総症例数 61例

愛知県

岐阜県

三重県
24

9

審議終了 33例
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孤発性CJD 22例
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